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１．業務概要 

１-１ 業務の目的等 

１-１-１ 業務の目的 

市内の公共交通は、JR 東北本線、路線バス、コミュニティバス、デマンドタクシー、よう

たすカー、タクシーがそれぞれ運行しており、市民の日常生活に欠かせない移動手段となって

いる。しかしながら、人口減少や自家用車の普及などにより、公共交通の利用者は年々減少

し、公共交通機関の維持確保が大変厳しい状況となっており、令和元年６月に「二本松市地域

公共交通網形成計画」を策定し、持続可能な公共交通体系の構築を進めてきたところである。 

一方で、令和２年度には地域公共交通活性化再生法等が改正され、都道府県と市町村が協働

して策定する地域公共交通計画の普及と計画の実効性の確保が促進されることとなった。 

 

本業務は、地域公共交通活性化再生法等の改正を踏まえつつ、本市における公共交通のあり

方から具体的な再編内容まで検討し、市民にとって利用しやすく、将来にわたり持続可能な交

通体系を構築するための令和５年度「二本松市地域公共交通計画」の策定に向けて、基礎的な

データ等の整理などから本市における実状等を把握することを目的に行う。 

 

 

１-１-２ 業務の概要 

本業務の概要は以下の通り 

 

業  務  名：令和４年度二本松市地域公共交通計画策定にかかる実態把握等調査業務 

対 象 地 域：二本松市全域 

工    期：令和４年９月３０日～令和５年３月１０日 

発  注  者：二本松市地域公共交通活性化協議会（二本松市 総務部 秘書政策課） 

受  注  者：株式会社ケー・シー・エス 福島営業所 
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１-２ 業務の実施方針等 

１-２-１ 実施方針 

業務の目的などを踏まえて、本業務は以下の方針に従って実施した。 

 

【本業務の実施方針】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１-２-２ 業務実施フロー図 

本業務は、以下の流れで進行した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 業務フロー 

  

既存公表データ、市の所有データなどを用いて、“二本松市地域公共交通網形成計画”

の目標達成状況の把握にも留意したデータ整理を行い、本市の地域特性、公共交通利用実

態を明確にする。 

なお、データについては、公表時期のズレ、見直し検討時点で必要と判断されたものは

適宜追加収集を行い、整理するものとする。 

現況整理 

地域の移動実態、市民及び関係者の公共交通に対するニーズの詳細把握を主目的として

考えるものの、現況整理と同様に、“二本松市地域公共交通網形成計画”の目標達成状況

の把握にも留意する。 

さらに、前回の計画策定時からの大きな変化として、新型コロナウィルス感染拡大、拡

大による行動変容が挙げられ、移動実態等の変化の的確な把握にも留意する。 

公共交通に関する実態・ニーズ把握調査の補助 

二本松市地域公共交通網形成計画 等 

１.計画準備 

２.現況整理 
①地域特性の整理 

②公共交通の実態把握 

成果品作成 

二
本
松
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会 

３.公共交通に関する実態・ 
  ニーズ把握調査の補助 
①市民アンケート調査補助 

②バス利用者アンケート 

③市内民間事業者アンケート 

既存公表データ、二本松市及び 
公共交通事業者所有データ等 
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２．現況整理 

２-１ 地域特性の整理 

２-１-１ 地勢 

○本市は、福島市と郡山市の間に位置した安達地方の中心都市で、北は福島市と川俣町、南は

同地方である本宮市と大玉村に隣接しているほか、田村市と三春町に隣接している。 

○平成 17 年に二本松市・安達町・岩代町・東和町の４市町が合併し、現在の二本松市となっ

た。面積は 344.42km2で、南北 16.96km、東西 35.86kmに及ぶ広大な市域を有してお

り、西部の安達太良山麓、阿武隈川が流れる中央部の平坦地、東部の阿武隈地域の３つに分

かれている。全般的に平坦部は少なく起伏のある地形となっているが、中心市街地は二本松

藩十万石の城下町の風情を今に残す歴史と自然あふれる都市である。 

○市の中心部から福島市と郡山市へは 30 分程度の至近距離となっているほか、市を東西に通

う国道 459号は、国道 114号を介して太平洋側の浪江町へと伸びている。また、首都圏か

らは約 200km の距離にあり、東京へは、鉄道（東北新幹線と東北本線）を利用すると約 2

時間圏内となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 市内交通網図 

出典：二本松市ウェブサイト 
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２-１-２ 人口推移 

○総人口は、平成 7年（1995年）をピークに現在まで減少傾向にある。また、今後も人口減

少は継続すると想定され、おおよそ 20年後の令和 22年（2040年）には、43,344人と

なる見込みである。 

○総人口の減少が続く一方で、高齢化が進展し、令和 22 年（2040 年）の高齢化率は 40％

を上回る見込みとなっている。 

○世帯数をみると微増の傾向となっている一方で、一世帯当たりの人口は減少傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 人口及び年齢３区分推移 

出典：国勢調査、日本の地域別将来推計人口（国立社会保障・人口問題研究所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 世帯数の推移 

出典：国勢調査 
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２-１-３ 人口分布 

○人口分布をみると、中心部に人口が集中しているほか、鉄道駅や各支所の周辺に人口が分布

している。 

○また、中山間地域の人口は、広範囲に分散している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 人口分布（令和２年度） 

出典：国勢調査（令和２年度） 
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２-１-４ 高齢者人口分布 

○高齢者人口分布をみると、人口分布と同様に、中心部や鉄道駅周辺等人口が集中している地

域に高齢者が集中しているほか、市内の広範囲に点在がみられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 65 歳以上人口分布（令和２年度） 

出典：国勢調査（令和２年度） 
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２-１-５ 将来人口分布 

○令和２年度（2020年度）、１２年度（2030年度）、２２年度（2040年度）、３２年度（2050

年度）の人口分布をみると、人口集中地域の人口が徐々に減少していることがみてとれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 将来人口分布（令和２年度） 

出典：国土数値情報「500m メッシュ別将来推計人口データ」（国土交通省） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 将来人口分布（令和 12 年度） 

出典：国土数値情報「500m メッシュ別将来推計人口データ」（国土交通省） 
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図 将来人口分布（令和 22 年度） 

出典：国土数値情報「500m メッシュ別将来推計人口データ」（国土交通省） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 将来人口分布（令和 32 年度） 

出典：国土数値情報「500m メッシュ別将来推計人口データ」（国土交通省） 
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２-１-６ 土地利用状況 

○「森林」が最も多く、全体の 58.6％を占めている。次いで「その他農用地」が 19.1％、「田」

が 13.0％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 土地利用状況（平成 28 年度） 

出典：国土数値情報「土地利用細分メッシュデータ」（国土交通省） 
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２-１-７ 道路ネットワーク状況 

○市の中心部を一般国道４号が、東部を一般国道 349号が縦断しているほか、西部から東部に

かけて一般国道 459号が横断している。 

○また、高速道路である東北自動車道が縦断しており、二本松ＩＣからの乗り入れが可能。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 道路ネットワーク 
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２-２ 主要施設立地状況 

２-２-１ 商業施設の立地状況 

○市内の主な商業施設は 48 施設（うちスーパーマーケット：10、ホームセンター：4、ドラ

ッグストア：8、コンビニエンスストア：26）が立地している。 

〇二本松地域及び安達地域はスーパーマーケットが多数立地しているが、岩代地域及び東和地

域は主に個人経営の小売店が点在している状況にあり、日常的に地域を跨いで移動している

と考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 商業施設の立地状況 

出典：全国大型小売店総覧 2020、各ウェブサイト 
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表 商業施設の立地状況（１／２） 

no 分類・施設名 地域 

 スーパーマーケット  

1 業務スーパー二本松店 二本松地域 

2 マルソー 二本松地域 

3 まるいちフードセンター若宮店 二本松地域 

4 ヨークベニマル二本松インター店 二本松地域 

5 ヨークベニマルメガステージ二本松店 二本松地域 

6 コープふくしまコープマートあだたら 安達地域 

7 スーパー鎌倉屋二本松店 安達地域 

8 ベイシアスーパーセンター安達店 安達地域 

9 まるいちフードセンター智恵子の森 安達地域 

10 ショッピングセンターいわしろ 岩代地域 

   

 ホームセンター  

11 コメリハード＆グリーン二本松店 二本松地域 

12 ダイユーエイトメガステージ二本松店 二本松地域 

13 コメリパワー安達店 安達地域 

14 コメリハード＆グリーン岩代店 岩代地域 

   

 ドラッグストア  

15 株式会社薬王堂二本松本町店 二本松地域 

16 サンドラッグ二本松インター店 二本松地域 

17 ツルハドラッグ二本松店 二本松地域 

18 ツルハドラッグ二本松上竹店 二本松地域 

19 ドラッグセイムス二本松店 二本松地域 

20 ウエルシア薬局二本松安達店 安達地域 

21 サンドラッグあだたら店 安達地域 

22 ハシドラッグ安達店 安達地域 
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表 商業施設の立地状況（２／２） 

no 分類・施設名 地域 

 コンビニエンスストア  

23 セブンイレブン二本松安達ヶ原店 二本松地域 

24 セブンイレブン二本松駅前店 二本松地域 

25 セブンイレブン二本松郭内店 二本松地域 

26 セブンイレブン二本松上竹店 二本松地域 

27 セブンイレブン二本松高田橋店 二本松地域 

28 セブンイレブン二本松竹根通り店 二本松地域 

29 セブンイレブン二本松藤太郎内店 二本松地域 

30 セブンイレブン二本松若宮店 二本松地域 

31 ファミリーマートあだたら高原岳温泉店 二本松地域 

32 ミニストップ二本松郭内店 二本松地域 

33 ミニストップ二本松店 二本松地域 

34 ミニストップ二本松向原店 二本松地域 

35 ヤマザキ Y ショップ二本松病院店 二本松地域 

36 ローソン二本松槻木店 二本松地域 

37 セブンイレブン福島安達店 安達地域 

38 セブンイレブン二本松油井中條店 安達地域 

39 ミニストップ二本松渋川店 安達地域 

40 ローソン安達油井店 安達地域 

41 ローソン二本松油井福岡店 安達地域 

42 ファミリーマート道の駅安達下り線店 安達地域 

43 ファミリーマート道の駅安達店 安達地域 

44 ヤマザキ Y ショップ二本松岩代店 岩代地域 

45 ヤマザキ Y ショップ東屋店 岩代地域 

46 ローソン二本松西勝田店 岩代地域 

47 セブンイレブン福島東和町店 東和地域 

48 ファミリーマートますや針道店 東和地域 
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２-２-２ 医療施設の立地状況 

○市内の医療施設は 32施設（うち病院：3、一般診療所：29）が立地している。 

○病院は３施設とも二本松地域の鉄道沿線に立地しているほか、診療所は二本松駅や安達駅の

周辺に立地が集中している。また、岩代地域や東和地域には病院施設はなく、診療所も少な

い状況となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 医療施設の立地状況 

出典：二本松市ウェブサイト 
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表 医療施設の立地状況 

no 分類・施設名 地域 

 病院  

1 （医）辰星会 枡病院 二本松地域 

2 （医）辰星会 枡記念病院 二本松地域 

3 独立行政法人地域医療機能推進機構 二本松病院 二本松地域 

   

 一般診療所  

4 （医）青木整形外科医院 二本松地域 

5 （医）安齋内科胃腸科医院 二本松地域 

6 （医）社団実生会土川産婦人科医院 二本松地域 

7 （医）社団慈水会 みずのクリニック 二本松地域 

8 （医）靜心会 斎藤医院 二本松地域 

9 （医）定心会 さくらクリニック 二本松地域 

10 （医）三浦内科医院 二本松地域 

11 （医）森小児科医院 二本松地域 

12 佐久間内科小児科医院 二本松地域 

13 鈴木皮フ科クリニック 二本松地域 

14 土川内科小児科 二本松地域 

15 東雲堂内科・循環器内科クリニック 二本松地域 

16 二本松ウイメンズクリニック 二本松地域 

17 野地眼科医院 二本松地域 

18 本田レディスクリニック 二本松地域 

19 みうら内科クリニック 二本松地域 

20 渡辺医院 二本松地域 

21 （医）かさい小児科クリニック 安達地域 

22 （医）菊慈会 きくち整形外科 安達地域 

23 （医）佐藤内科胃腸科医院 安達地域 

24 整形外科・内科・リウマチ科 小林医院 安達地域 

25 しかの眼科 安達地域 

26 しんいち内科 安達地域 

27 ばばクリニック 安達地域 

28 二本松市岩代国民健康保険診療所 岩代地域 

29 和田医院 岩代地域 

30 （医）安齋内科胃腸科医院 下田診療所 東和地域 

31 （医）靜心会 太田診療所 東和地域 

32 （医）博愛会 東和クリニック 東和地域 
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２-２-３ 教育施設の立地状況 

○市内の教育施設は 26施設（うち小学校：16、中学校：7、高等学校：3）が立地している。 

○小中学校は各地域内に立地しているが、高等学校は二本松地域に 2 校と、岩代地域に１校立

地しているのみのため、地域を跨いで移動する必要性が考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 教育施設の立地状況 

出典：二本松市ウェブサイト、各学校ウェブサイト 
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表 教育施設の立地状況 

no 分類・施設名 地域 

 小学校  

1 二本松市立二本松南小学校 二本松地域 

2 二本松市立二本松北小学校 二本松地域 

3 二本松市立塩沢小学校 二本松地域 

4 二本松市立岳下小学校 二本松地域 

5 二本松市立安達太良小学校 二本松地域 

6 二本松市立原瀬小学校 二本松地域 

7 二本松市立杉田小学校 二本松地域 

8 二本松市立石井小学校 二本松地域 

9 二本松市立大平小学校 二本松地域 

10 二本松市立油井小学校 安達地域 

11 二本松市立渋川小学校 安達地域 

12 二本松市立川崎小学校 安達地域 

13 二本松市立小浜小学校 岩代地域 

14 二本松市立新殿小学校 岩代地域 

15 二本松市立旭小学校 岩代地域 

16 二本松市立東和小学校 東和地域 

   

 中学校  

17 二本松市立二本松第一中学校 二本松地域 

18 二本松市立二本松第二中学校 二本松地域 

19 二本松市立二本松第三中学校 二本松地域 

20 二本松市立安達中学校 安達地域 

21 二本松市立小浜中学校 岩代地域 

22 二本松市立岩代中学校 岩代地域 

23 二本松市立東和中学校 東和地域 

   

 高等学校  

24 福島県立二本松工業高等学校 二本松地域 

25 福島県立安達高等学校 二本松地域 

26 福島県立安達東高等学校 岩代地域 
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２-２-４ 庁舎等の立地状況 

○市内の行政機能は、市役所を中心に支所と住民センターが各地域に立地している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 庁舎等の立地状況 

出典：二本松市ウェブサイト 
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表 庁舎等の立地状況 

no 分類・施設名 地域 

 市役所  

1 二本松市役所 二本松地域 

   

 支所  

2 安達支所 安達地域 

3 岩代支所 岩代地域 

4 東和支所 東和地域 

   

 住民センター  

5 二本松住民センター 二本松地域 

6 塩沢住民センター 二本松地域 

7 岳下住民センター 二本松地域 

8 杉田住民センター 二本松地域 

9 石井住民センター 二本松地域 

10 大平住民センター 二本松地域 

11 渋川住民センター 安達地域 

12 上川崎住民センター 安達地域 

13 下川崎住民センター 安達地域 

14 新殿住民センター 岩代地域 

15 旭住民センター 岩代地域 

16 木幡住民センター 東和地域 

17 太田住民センター 東和地域 

18 戸沢住民センター 東和地域 
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２-２-５ 観光資源 

○市内の主な観光資源は 31 ポイント（うち観光施設：19、山岳・自然：6、イベント：6）

で、市内全域に分布している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 観光施設の立地状況 

出典：二本松市ウェブサイト 
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表 観光施設等の立地状況 

no 分類・施設名 地域 

 観光施設  

1 あだたら高原スキー場 二本松地域 

2 あだたら高原野営場 二本松地域 

3 安達ヶ原ふるさと村 二本松地域 

4 県立霞ヶ城公園 二本松地域 

5 塩沢スキー場 二本松地域 

6 スカイピアあだたら 二本松地域 

7 岳温泉 二本松地域 

8 東北サファリパーク 二本松地域 

9 にほんまつ城報館 二本松地域 

10 智恵子記念館 安達地域 

11 道の駅「安達」（下り） 安達地域 

12 道の駅「安達」（上り） 安達地域 

13 名目津温泉 岩代地域 

14 日山キャンプ場 岩代地域 

15 道の駅「さくらの郷」 岩代地域 

16 ウッディハウスとうわ 東和地域 

17 隠津島神社 東和地域 

18 夏無沼キャンプ場 東和地域 

19 道の駅「ふくしま東和」 東和地域 

   

 山岳・自然  

20 安達太良山 二本松地域 

21 合戦場のしだれ桜 岩代地域 

22 杉沢の大杉 岩代地域 

23 日山 岩代地域 

24 口太山 東和地域 

25 羽山 東和地域 

   

 イベント  

26 二本松の菊人形 二本松地域 

27 二本松の提灯祭り 二本松地域 

28 万人子守地蔵尊例大祭 岩代地域 

29 紋付祭り 岩代地域 

30 木幡の幡祭り 東和地域 

31 針道のあばれ山車 東和地域 
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２-２-６ 関連事業の整理 

（１）学校の適正規模 

○小学校と中学校の適正規模については、令和元年（2019 年）から「二本松市立小学校及び

中学校適正規模等調査検討会」が開催され、検討が進められている。 

○高等学校の統廃合については、令和５年度（2023 年度）に「県立二本松工業高等学校」と

「県立安達東高等学校」が統合し「県立二本松実業高等学校」となることが予定されている。 

 

 

（２）大規模商業施設の新設・移転 

〇特に予定されていない 

 

 

（３）駅や市役所などの既存施設の改修 

① 二本松駅南地区整備事業 

○二本松駅南地区は、住宅が密集しており、狭隘道路が多く、建物の増改築が困難な状況にも

あり、日常生活の中で環境衛生上の問題や倒壊の危険、犯罪の誘発、災害時に避難路が塞が

れてしまうなど悪影響を及ぼすことが危惧されている。 

○このような状況の中、「二本松市総合計画」では、二本松駅周辺については、にぎわいのある

都市空間の創出と良好な居住環境の整備、利用者の利便性の向上、さらには歩行者の安全確

保に努めることとしている。 

○また、「二本松市都市計画マスタープラン」では、二本松駅南地区にて、駅前広場及びアクセ

ス道路の整備を進めるほか、古くからの住宅市街地において、防災上の危険性が高い狭隘道

路の解消に努めることとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 都市整備計画の区域（二本松駅南地区の位置図） 

出典：都市整備計画 二本松駅南地区（二本松市ウェブサイト） 
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図 二本松駅南地区の整備方針概要図 

出典：都市整備計画 二本松駅南地区（二本松市ウェブサイト） 

 

 

② （仮称）杉内多目的運動広場 

○「二本松市総合計画」では、市民のスポーツの振興と健康増進を図るため、平成 31年（２０

１９年）に撤去された「岩代地域杉内仮設住宅」の跡地である「杉内多目的広場」を活用し

て、公認のサッカー場を整備することとしている。 

○施設は、人工芝サッカーコートが 2 面で、うち１面は夜間照明施設を完備することで計画し

ており、トイレや駐車場の整備も進められている。 
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２-３ 市民の移動実態 

２-３-１ 通勤 

○本市在住の勤務者は 27,361人で、そのうち市内での通勤者は 17,873人（65.3％）、市外

への通勤者は 9,180人（33.6％）、不明が 308人（1.1％）となっている。 

○市外よりも市内での通勤流動が多い傾向がある。 

○市外の行先をみると、福島市が 3,611人（13.2％）と最も多く、次いで本宮市が 1,973人

（7.2％）と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 通勤流動図 

出典：国勢調査（令和２年度） 

 

 

 

  

【通勤】 

本市在住の勤務者   ：27,361人 

市内での通勤者 ：17,873 人 

他市町村への通勤者  ：9,180人 

※通勤先不詳は除く 

郡山市

田村市

飯舘村

川俣町

二本松市

三春町

本宮市

大玉村

猪苗代町

福島市

伊達市

南相馬市

60

17,873

76

須賀川市

60

496

3,611

3,145

1,722

880

55

232

149

64

186

1,973

1,478

297

291

734

69

※流動人口50人以上

喜多方市
通勤流動人口（人）

50～99
100～499
500～999
1,000～1,999
2,000以上
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２-３-２ 通学 

○本市在住の児童・生徒は 5,605人で、そのうち市内での通学者は 4,110人（73.3％）、市

外への通学者は 1,299 人（23.2％）、不明が 196人（3.5％）となっている。 

○市外よりも市内での通学流動が多い傾向がある。 

○市外の行先をみると、福島市が726人（13.0％）と最も多く、次いで郡山市が285人（5.1％）

と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 通学流動図 

出典：国勢調査（令和２年度） 
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※流動人口5人以上

【通学】 

本市在住の児童・生徒 ：5,605人 

市内での通学者 ：4,110 人 

他市町村への通学者  ：1,299人 

※小学生以上の通学者を集計 

※通学先不詳は除く 
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２-３-３ 買い物 

（１）買い物（買回り品）流動 

○買い物（買回り品）時の移動状況をみると、市外よりも市内での買い物流動が多い傾向とな

っている。 

○市外の行先をみると、郡山市が 32.0％と最も多く、次いで福島市が 28.1％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 買い物流動図（買回り品） 

出典：第 17 回消費購買動向調査（福島県ウェブサイト） 

※買回り品は、７品目（背広・スーツ、セーター・ブラウス、下着、靴・バッグ、本・ＣＤ、家電製品、時計・ア

クセサリー）の合計値としている。 
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0.4～0.9
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（２）買い物（最寄り品）流動 

○買い物（最寄り品）時の移動状況をみると、市外への流動がほぼみられず、市内での買い物流

動が多い傾向となっている。 

○市外の行先をみると、大玉村が 3.7％と最も多く、次いで福島市が 3.0％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 買い物流動図（最寄り品） 

出典：第 17 回消費購買動向調査（福島県ウェブサイト） 

※最寄り品は、３品目（日用品、医薬品・化粧品、食料品）の合計値としている。 
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２-４ 観光入込状況 

２-４-１ 観光入込客数 

○市内の観光客入込数は、平成 28年（2016年）がピークで 3,835千人に達しており、以降

令和元年（2019 年）まで微減の傾向となっている。 

○令和 2年（2020 年）には、新型コロナウィルス感染症の影響により、2,596千人（前年比

70.2％）まで減少している。 

○令和 3年（2021年）の観光施設別の観光客入込状況は、「道の駅『安達』下り線」が最も多

く約 78万人、次いで「道の駅『安達』上り線」が約 65万人となっている。 

○また、「県立霞ヶ城公園」や「岳温泉」、「道の駅『ふくしま東和』」でも 10万人を超える観光

客の入込がみられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 観光入込客数の推移 

出典：福島県観光客入込状況調査（福島県ウェブサイト） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 観光施設別の観光入込客数 

出典：福島県観光客入込状況調査（福島県ウェブサイト） 
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２-５ 自動車保有状況 

２-５-１ 自動車保有台数の推移 

○本市の自動車保有台数は、平成 29年（2017年）の 37,429台をピークに微減の傾向にあ

り、令和３年（2021 年）には 36,953台まで減少している。 

○車種別にみると、軽自動車は増加が続いている一方で、乗用車は平成 29 年（2017 年）ま

で横ばいの傾向となっていたが、以降は減少傾向となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 自動車保有台数の推移 

出典：交通白書（福島県警察本部ウェブサイト） 
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２-５-２ 交通事故の状況 

○本市の交通事故死者の推移は横ばいの傾向となっており、そのうち高齢者が占める割合は、

令和 3年（2021 年）で 50.0％となっている。 

○本市の交通事故負傷者の推移は減少傾向となっている一方で、交通事故負傷者に占める高齢

者の割合は、令和元年（2019 年）の 23.9％から年々増加傾向となっており、令和 3 年

（2021年）には 26.3％に達している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 本市の交通事故死者数の推移 

出典：交通白書（福島県警察本部ウェブサイト） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 本市の交通事故負傷者及び高齢者加害事故者の推移 

出典：交通白書（福島県警察本部ウェブサイト） 
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２-６ 公共交通の実態把握 

２-６-１ 公共交通ネットワークの現状 

○市内には、鉄道（東日本旅客鉄道株式会社）、路線バス（福島交通株式会社）、コミュニティバ

ス、デマンドタクシー、一般タクシーといった公共交通が運行しているほか、スクールバス

や福祉タクシー等も運行しており、多様な交通モードが存在している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 公共交通ネットワークの現状 
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２-６-２ 鉄道の運行・利用状況 

（１）運行状況 

○市内には、東北本線（東日本旅客鉄道株式会社）が運行している。東北本線は東京都千代田区

の東京駅から岩手県盛岡市の盛岡駅を結ぶ長大な路線で、二本松駅から乗降可能な区間は、

福島県福島市にある福島駅から福島県西白河郡西郷村にある新白河駅間となっている。 

○市内には、杉田駅、二本松駅、安達駅の３駅が立地しており、福島市や郡山市までの交通手段

となっており、毎日上下ともに 24本の合計 48本が運行している。 

 

表 鉄道の運行概要（令和 4 年） 

 

 

 

 

 

出典：東日本旅客鉄道株式会社 

 

（２）利用促進の取り組み 

○市内の利用促進の取り組みは 11件（うち割引：９件、イベント・サービス：２件）となって

いる。 

 

表 利用促進の取り組み（令和 4 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：東日本旅客鉄道株式会社  

上り 下り 本宮駅 杉田駅 二本松駅 安達駅 福島駅

杉田駅 24 24 ― 190 ― 190 200 510

二本松駅 24 24 ○ 200 190 ― 190 420

安達駅 24 24 ○ 240 200 190 ― 330

運賃（円）

東北本線事業者 路線名 駅名
運行本数

有人駅

東日本
旅客鉄道

東北本線

分類 名称 概要

大人の休日倶楽部パス
（東日本）

大人の休日倶楽部会員のみ購入可能なきっぷで、東日本エリアの鉄道・ＢＲＴが4日間乗り降り自由で
す。あらかじめ座席の指定を受ければ普通車指定席も6回までご利用になれます。

小さな旅ホリデー・パス
フリーエリア内の普通列車（快速含む）の普通車自由席およびＢＲＴが乗り降り自由のきっぷです。別に
特急券等をお求めいただければ特急列車等（東北新幹線を除く）も利用可能。土・休日（他特定期間も
あり）の1日間に限り有効。

三連休東日本・函館パス 三連休の3日間、北海道・東北エリアの鉄道・ＢＲＴが乗り降りできるきっぷです。

青春18きっぷ
全国のＪＲ線の普通列車が1回あたり2,410円で1日乗り放題です。1人で5回分または5人までのグ
ループで利用ができます。春・夏・冬の休暇期間中に利用可能。

大人の休日倶楽部パス
（東日本・北海道）

大人の休日倶楽部会員のみ購入可能なきっぷで、北海道・東日本エリアの鉄道・ＢＲＴが5日間乗り降り
自由です。あらかじめ座席の指定を受ければ普通車指定席も6回までご利用になれます。

イベント・サービス

大人の休日倶楽部
会員限定旅行（エスコートツアー）のほか、さまざまな店舗や施設で割引などのご優待をお受けいただ
けるおトクな特典があります。

TOHOKU MaaS
旅のプランニング機能やオンデマンド交通といったメニューを提供するとともに、「新幹線ｅチケット」
や「モバイルＳｕｉｃａ」と組み合わせでキャッシュレス化を推進。各種チケットの手配から決済までをシー
ムレスにし、スマートフォンひとつで東北を回遊できるようにします。

割引制度

定期券 通勤定期券、通学定期券、グリーン定期券、新幹線定期券を販売しています。

週末パス
フリーエリア内のＪＲ線のほか、14の鉄道会社線の普通列車（快速含む）普通車自由席が乗り降り自由
のきっぷです。連続する2日間に限り有効。

北海道＆東日本パス
（普通列車限定）

北海道・東日本エリアの鉄道・ＢＲＴが7日間乗り降り自由です。春・夏・冬の休暇期間中に利用可能。

大人休日倶楽部割引きっぷ
大人の休日倶楽部会員のみ購入可能なきっぷで、「大人の休日倶楽部カード」でお支払いの場合、ＪＲ
東日本・ＪＲ北海道のきっぷが割引価格で何回でもご購入いただけます。
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（３）利用状況  

１）利用者数の推移 

○東北本線の日平均通過人員の推移は、平成 30 年度（2018 年度）まで横ばいの傾向となっ

ていたが、令和 2年度（2020年度）には、新型コロナウィルス感染症の影響により 59,395

人/日（前年比 70.3%）まで減少している。 

○在来線区間別の日平均通過人員の推移は、年々微減の傾向となっており、令和 2年度（2020

年度）に新型コロナウィルス感染症の影響により大幅な減少となったものの、翌年の令和 3

年度（2021年度）にはコロナ発生前の水準の約７割まで回復している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 東北本線全体の平均通過人員の推移 

出典：東日本旅客鉄道株式会社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 東北本線の在来線区間別の平均通過人員の推移 

出典：東日本旅客鉄道株式会社 
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２）二本松駅の利用状況 

○本市の代表駅である二本松駅の１日平均乗車員数の推移は、減少傾向となっている。令和 2

年（2020 年）には、新型コロナウィルス感染症の影響により 1,266 人（前年比 76.2％）

まで減少している。また、定期外の減少が顕著にみられ、令和 2 年（2020 年）には 243

人と前年に比べ半数以上減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 二本松駅の１日平均乗車員数の推移 

出典：東日本旅客鉄道株式会社 

 

【参考】安達駅の利用状況 

 

図 安達駅の１日平均乗車員数の推移 

出典：東日本旅客鉄道株式会社 

 

 

 

※杉田駅は東日本旅客鉄道株式会社にデータがないことから記載なし。 
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２-６-３ 路線バスの運行・利用状況 

（１）運行状況 

○市内には、福島交通株式会社が運行する路線バスが 12 路線あり、主に二本松駅を起点とし

て市内各地域及び他市町村と結んでいる。広域間では、二本松市と福島市を結ぶ「医大経由

二本松線」や二本松市と田村市を結ぶ「船引・百目木線」が走っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 路線バスの運行状況 
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表 路線バスの運行概要（令和 4 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：福島交通株式会社 

 

 

（２）利用促進の取り組み 

○市内の利用促進の取り組みは５件（うち情報提供：２件、他分野と連携した取り組み：１件、

割引制度：１件、ＩＣカード：１件）となっている。 

 

表 利用促進の取り組み（令和 4 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：福島交通株式会社、二本松市ウェブサイト 

 

 

 

  

起点 経由 終点 上り 下り 上り 下り

岳線 岳温泉 永田 本町 9 8 8 8 全日 500円

海外協力隊二本松訓練所線 JICA・NTC 永田 本町 3 3 4 4 全日 500円

原瀬経由岳線 岳温泉 原瀬住民会館前 二本松営業所 3 4 3 3 全日 500円

鈴石線 若宮二丁目 赤井沢 大久保 5 3 3 2 全日 500円

塩沢線 塩沢温泉 鉄扇橋 二本松市役所 4 4 4 4 全日 500円

鉄扇橋線 鉄扇橋 安達高校前 二本松市役所 1 1 ― ― 平日 420円

小浜線 若宮二丁目 愛宕山下 岩代支所 13 13 8 9 全日 500円

大平経由小浜線 若宮二丁目 安達東高校前 岩代支所 3 3 2 1 全日 500円

針道経由東和小学校線 若宮二丁目 針道 東和小学校 12 11 6 6 全日 500円
※平日の学休日は上り
   7本、下り8本まで減便

船引・百目木線 搦手 百目木入口 船引駅前 2 2 2 2 全日 750円

医大経由二本松線 福島駅東口 福島大学 若宮二丁目 9 10 9 10 全日 1,070円

JICA経由奥岳線 奥岳 永田 本町 1 1 ― ― 平日 800円

運行系統名
運行経路

運行本数

運行日
運賃

（最大）
備考平日 休日

分類

バスロケーションシステム

他分野と連携した取り組み

割引制度

ＩＣカード

情報提供

福島交通の営業管内におけるバス停やバス車両の位置を表示できるシステム。
スマートフォンやパソコン等で閲覧できる。

団体割引
10名以上のお客様が、同じ区間を同時に、一般路線バスにご乗車される場合に発行できる。
一般の場合：割引率10％
学生団体の場合：割引率20%（学校行事に限る）

NORUCA 福島交通の営業管内において利用できる交通ICカード。

名称 概要

自社ウェブサイトによる情報提供 ウェブサイト上にバスの運行情報、利用方法等の情報を提供している

高齢者公共交通運賃無料化事業
市内居住の75歳以上の後期高齢者に対し、福島交通バス、コミュニティバス、デマンドタクシー、ようた
すカー（いずれも指定路線）を利用する際に無料となる「高齢者無料乗車証」を申請により交付
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（３）利用状況  

１）利用者数の推移 

○路線別の利用者の推移をみると、全体として利用が低迷し減少傾向がみられる。特に岳線は

令和元年度（2019年度）から令和２年度（2020年度）にかけ約 24％減少している。 

〇一方、JICA経由奥岳線は利用者が増加している。この背景としては JICA 経由奥岳線以外に

定時定路線の公共交通機関がないことに加えタクシー利用か徒歩での移動手段しか代わりが

ないという状況が、路線バスの利用に繋がっていると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 岳線の利用状況 

出典：交通事業者提供データ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 海外協力隊二本松訓練所線の利用状況 

出典：交通事業者提供データ 
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図 原瀬経由岳線の利用状況 

出典：交通事業者提供データ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 鈴石線の利用状況 

出典：交通事業者提供データ 
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図 塩沢線の利用状況 

出典：交通事業者提供データ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 鉄扇橋線の利用状況 

出典：交通事業者提供データ 
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図 小浜線の利用状況 

出典：交通事業者提供データ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 大平経由小浜線の利用状況 

出典：交通事業者提供データ 
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図 針道経由東和小学校線の利用状況 

出典：交通事業者提供データ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 船引・百目木線の利用状況 

出典：交通事業者提供データ 
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図 二本松医大線の利用状況 

出典：交通事業者提供データ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 JICA 経由奥岳線の利用状況 

出典：交通事業者提供データ 

※令和 2 年度より運行開始 
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（４）収支状況 

○路線バスの収支状況を見ると収支率は全体的に横ばい又は減少傾向にある。要因は収入と費

用の内訳に着目した場合では費用は横ばいの推移に対し、収入が減少している。この背景に

は人口減少による自然減のほか、利用者ニーズと合っていない運行であることが起因してい

ると考えられる。もう一つは経費が増加傾向にあるが利用者数は横ばいのケースである。 

〇また、岳線及び海外協力隊二本松訓練所線の 2路線は令和 2年度（2020 年度）から減少幅

が増加しているためコロナウィルスによる影響も考えられる。 

〇その一方で、JICA 経由岳線や小浜線、鉄扇橋線は利用者が増加傾向にあり収支率が向上して

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 岳線の収支状況 

出典：交通事業者提供データ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 海外協力隊二本松訓練所線の収支状況 

出典：交通事業者提供データ  
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図 原瀬経由岳線の収支状況 

出典：交通事業者提供データ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 鈴石線の収支状況 

出典：交通事業者提供データ 
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図 塩沢線の収支状況 

出典：交通事業者提供データ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 鉄扇橋線の収支状況 

出典：交通事業者提供データ 
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図 小浜線の収支状況 

出典：交通事業者提供データ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 大平経由小浜線の収支状況 

出典：交通事業者提供データ 
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図 針道経由東和小学校線の収支状況 

出典：交通事業者提供データ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 船引・百目木線の収支状況 

出典：交通事業者提供データ 
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図 医大経由二本松線の収支状況 

出典：交通事業者提供データ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 JICA 経由奥岳線の収支状況 

出典：交通事業者提供データ 

※令和 2 年度より運行開始 
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（５）財政負担状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 岳線の財政負担 

出典：交通事業者提供データ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 海外協力隊二本松訓練所線の財政負担 

出典：交通事業者提供データ 
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図 原瀬経由岳線の財政負担 

出典：交通事業者提供データ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 鈴石線の財政負担 

出典：交通事業者提供データ 
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図 塩沢線の財政負担 

出典：交通事業者提供データ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 鉄扇橋線の財政負担 

出典：交通事業者提供データ 
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図 小浜線の財政負担 

出典：交通事業者提供データ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 大平経由小浜線の財政負担 

出典：交通事業者提供データ 
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図 針道経由東和小学校線の財政負担 

出典：交通事業者提供データ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 船引・百目木線の財政負担 

出典：交通事業者提供データ 
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図 医大経由二本松線の財政負担 

出典：交通事業者提供データ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 JICA 経由奥岳線の財政負担 

出典：交通事業者提供データ 

※令和 2 年度より運行開始 

  

1,915

2,141

000
0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

令和3年度令和2年度令和元年度平成30年度平成29年度

JICA経由奥岳線（千円）



令和 4年度 二本松市地域公共交通計画策定にかかる実態把握等調査業務 

  57  

 

２-６-４ コミュニティバスの運行・利用状況 

（１）運行状況 

○市内には、本市が運行するコミュニティバスが３系統あり、主に安達地域、岩代地域、東和地

域内で運行されている。 

○福島交通株式会社及び昭和タクシー株式会社に運行を委託している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 コミュニティバスの運行状況 
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表 コミュニティバスの運行概要（令和 4 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：二本松市ウェブサイト 

※休日の運行本数は（ ）で記載 

 

 

 

 

 

  

往路 復路

安達地域 定時定路線 平日 1 3 200円

毎日 8（4） 8（4） 200円

広瀬経由杉沢・新殿小コース 毎日 7（5） 6（4） 200円

毎日 1（1） 3（3） 200円

平日 1 3 200円 ※学休日は運休

平日 1 ― 200円 ※学休日は運休

平日 1 ― 200円 ※学休日は運休

平日 1 ― 200円 ※学休日は運休

平日 1 ― 200円 ※学休日は運休

平日 1 ― 200円 ※学休日は運休

平日 1 ― 200円 ※学休日は運休

平日 1 ― 200円 ※学休日は運休

平日 1 ― 200円 ※学休日は運休

平日 1 ― 200円 ※学休日は運休

平日 1 ― 200円 ※学休日は運休

平日 ― 3 200円 ※学休日は運休

平日 ― 3 200円 ※学休日は運休

平日 ― 3 200円 ※学休日は運休

平日 ― 3 200円 ※学休日は運休

平日 ― 3 200円 ※学休日は運休

平日 ― 3 200円 ※学休日は運休

土日祝日 （2） （2） 200円
※土日祝日及び学
休日に運行

土日祝日 （2） （2） 200円
※土日祝日及び学
休日に運行

平日 1 1 700円

※道の駅から東和
小はコミュバス、東
和小から若宮二丁
目は路線バスとし
て運行

地区 路線名 運行事業者 運行形態 運行日

岩代地域

田沢（大森・和田）コース

昭和タクシー（株） 定時定路線

小浜小コース（初森方面）

小浜小コース（柏崎方面）

土日祝日便⑩コース（才の神～太田若宮）

運賃 備考

コミュニティバス平日便 昭和タクシー（株）

運行本数（本/日）

復路③コース（西赤土）

復路④コース（高槻）

復路⑤コース（落合・原）

復路⑥コース（石戸屋入口）

土日祝日便①コース（伏返～太田若宮）

東和地域

往路①コース（伏返・白髪橋）

福島交通（株） 定時定路線

往路②コース（笹ノ田）

往路③コース（原）

往路④コース（北戸沢林野会館）

往路⑤コース（石戸屋入口）

往路⑥コース（伏返）

往路⑦コース（高槻）

戸沢～二本松直行便

往路⑧コース（落合）

往路⑨コース（西赤土）

往路⑩コース（才の神）

復路①コース（白髪橋・伏返）

復路②コース（笹ノ田・北戸沢林野会館）
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（２）利用促進の取り組み 

○市内の利用促進の取り組みは５件（うち情報提供：１件、割引制度：３件、他分野と連携した

取り組み：１件）となっている。 

 

表 利用促進の取り組み（令和 4 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：二本松市ウェブサイト 

 

 

（３）利用状況 

１）利用者数の推移 

○コミュニティバスの利用者数は、全ての地域で減少傾向となっている。 

○安達地域をみると、小中学生利用と一般利用ともに減少傾向となっており、令和２年度

（2020 年度）には 4,393 人まで減少している。また、令和２年 10 月に小中学生利用が

スクールバス対応に切り替わったため、令和３年度（2021 年度）は一般利用の 656 人の

みの利用となった。 

○岩代地域をみると、小中学生利用と一般利用ともに減少傾向となっている。令和２年度

（2020年度）には小中学生の利用に対して大幅な減少がみられた。 

○東和地域をみると、主に小中学生利用が減少傾向となっている一方で、一般利用は横ばいの

傾向となっている。一般利用は全体の 1.0％程度しかみられず、小中学生利用がメインとな

っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 安達地域コミュニティバスの利用者数の推移 

出典：二本松市ウェブサイト 
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平成24年度平成25年度平成26年度平成27年度平成28年度平成29年度平成30年度令和元年度 令和2年度 令和3年度

小中学生 一般（人）

分類 名称 概要

情報提供
二本松市ウェブサイトによる
情報提供

ウェブサイト上にコミュニティバスの運行情報、利用方法等の情報を提供している

他分野と連携した取り組み 高齢者公共交通運賃無料化事業
市内居住の75歳以上の後期高齢者に対し、福島交通バス、コミュニティバス、デマンドタクシー、よう
たすカー（いずれも指定路線）を利用する際に無料となる「高齢者無料乗車証」を申請により交付

割引制度

回数券 回数券（100円券・200円券）12枚つづりを約2割引きで販売している

定期券 大人1か月定期券、子ども1か月定期券を販売している

障がい者割引 乗車の際に障害者手帳または療育手帳を提示すると、運賃が半額になる
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図 岩代地域コミュニティバスの利用者数の推移 

出典：二本松市ウェブサイト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 東和地域コミュニティバスの利用者数の推移 

出典：二本松市ウェブサイト 
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２）便別の利用状況 

○安達地域コミュニティバスの便別の利用実績をみると、復路２便が 0.94 人/便と最も多く、

次いで復路１便が 0.86人/便と続いている。この便は 14時から 16時の時間帯で運行され

ており他の便より利用されている。一方、17 時以降に運行されている復路３便は 0.14 人/

便と最も少ない。 

〇全体を通して１人/便未満であることから、ほとんど乗り合いが発生せず１人が利用するケー

スが中心と想定される。 

〇そのほか、往路は７時台しか運行していないため午後に市街地と郊外部を行き来することが

できない時刻表となっていることも利用低迷の理由と考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 安達地域コミュニティバスの利用状況 

出典：市提供資料 

 

 

○岩代地域コミュニティバス（田沢コース【和田】）の便別の利用実績をみると、往路２・復路

５・復路７便が 2.0人/便以上の利用がみられる。時間帯でみると 7時台の往路と、14時・

17 時台の復路に利用がみられることから、メインユーザーは安達東高校への通学利用と想

定される。 

〇一方、上記以外の路線は、１人/便未満であることから、ほとんど乗り合いが発生していない

と考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 岩代地域コミュニティバス（田沢コース【和田】）の利用状況 

出典：市提供資料 
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（往路6）

⑦若宮2丁目→和田

（往路7）直通便田沢

⑧安達東→和田
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（往路8）
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（復路8）

田沢コース（和田）（人/便）
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○岩代地域コミュニティバス（田沢コース【大森】）の便別の利用実績をみると、往路３・復路

２・復路４で１人/便以上の利用がみられる。日中帯の利用がみられることから、買い物や通

院などの生活利用が中心と考えられる。 

〇一方、復路１・往路７の利用が 0.04人/便と利用が少ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 岩代地域コミュニティバス（田沢コース【大森】）の利用状況 

出典：市提供資料 

 

○岩代地域コミュニティバス（広瀬経由杉沢・新殿小コース）の便別の利用実績をみると、往路

１の利用が 2.15人/便と最も利用が多い。 

〇一方、往路１以外は、１人/便未満であることから、ほとんど乗り合いが発生していないと考

えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 岩代地域コミュニティバス（広瀬経由杉沢・新殿小コース）の利用状況 

出典：市提供資料 

 

〇岩代地域コミュニティバス（小浜小コース）は、全体を通して１人/便未満であることから、

ほとんど乗り合いが発生していないと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 岩代地域コミュニティバス（小浜小コース）の利用状況 

出典：市提供資料 
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〇東和地域コミュニティバスの便別の利用をみると、平日の往路③コースと復路⑤コース以外

の利用はほとんどみられなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 東和地域コミュニティバス（平日登校便（往路））の利用状況 

出典：市提供資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 東和地域コミュニティバス（平日登校便（復路））の利用状況 

出典：市提供資料 
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図 東和地域コミュニティバス（土日祝日便）の利用状況 

出典：市提供資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 戸沢～二本松直行便（道の駅～東和小区間）の利用状況 

出典：市提供資料 
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２-６-５ デマンドタクシー 

（１）運行状況 

○市内には、本市が運行するデマンドタクシーが３系統あり、安達地域、岩代地域、東和地域内

で運行されている。 

〇利用するためには、事前に利用登録が必要であり、出発の１時間前までに電話で予約が必要

となる。 

○運行は昭和タクシー株式会社及び丸や交通有限会社に委託している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 デマンドタクシーの運行状況 

 

表 デマンドタクシーの運行概要（令和 4 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：二本松市ウェブサイト 

（２）利用促進の取り組み 

○市内の利用促進の取り組みは２件（うち情報提供：１件、他分野と連携した取り組み：１件）

となっている。 

表 利用促進の取り組み（令和 4 年） 

 

 

 

 

出典：二本松市ウェブサイト  

往路 復路

安達地域 デマンド型 月火木金 4 4 300円 ジャンボタクシー

デマンド型 月・木 4 4 300円 ジャンボタクシー

デマンド型 火・金 3 3 300円 ジャンボタクシー

デマンド型 火・金 3 3 300円
小型タクシー、
ジャンボタクシー

デマンド型 月・木 5 ― 300円 ジャンボタクシー

デマンド型 火・金 5 ― 300円 ジャンボタクシー

運賃 車両

安達地域デマンドタクシー 昭和タクシー（株）

岩代地域

小浜コース

昭和タクシー（株）新殿・旭コース

新殿・旭⇔小浜地区コース

地区 路線名 運行事業者 運行形態 運行日
運行本数（本/日）

東和地域

木幡・太田地区

丸や交通(有)

針道・戸沢地区

安達地域 
デマンドタクシー 

東和地域 
デマンドタクシー 

岩代地域 
デマンドタクシー 

分類 名称 概要

情報提供
二本松市ウェブサイトによる
情報提供

ウェブサイト上にデマンドタクシーの運行情報、利用方法等の情報を提供している

他分野と連携した取り組み 高齢者公共交通運賃無料化事業
市内居住の75歳以上の後期高齢者に対し、福島交通バス、コミュニティバス、デマンドタクシー、よう
たすカー（いずれも指定路線）を利用する際に無料となる「高齢者無料乗車証」を申請により交付
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（３）利用状況 

１）利用者数の推移 

○デマンドタクシーの利用者数は、安達地域では増減を繰り返しており、令和元年度（2019

年度）には 4,347人まで増加したが、令和 2年度（2020年度）には前年比約 6割まで減

少している。令和 3年度（2021年度）にはまた増加傾向がみられた。東和地域では、平成

28 年度以降増加傾向となっており、令和 3 年度（2021 年度）には 1,471 人となってい

る。 

○増加傾向の地域がある一方で、岩代地域では平成 27 年度（2015 年度）の 1,629 人をピ

ークに減少傾向となっており、令和 3 年度（2021 年度）には 1,009 人とピーク時の約 6

割りまで減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 利用者数の推移 

出典：二本松市ウェブサイト 
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２-６-６ ようたすカー 

（１）運行状況 

○本市では、65歳以上の高齢者や障がい者等の方が、通院や買い物、公共施設に向かうときに

利用できる乗合型タクシーを運行している。運行は平日のみ。二本松地域の居住者を対象と

しており、利用範囲も同地域内のみとなっている。 

○利用する際はあらかじめ登録手続きが必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ようたすカーの運行状況 

 

 

（２）利用促進の取り組み 

○市内の利用促進の取り組みは２件（うち情報提供：１件、他分野と連携した取り組み：１件）

となっている。 

 

表 利用促進の取り組み（令和４年） 

 

 

 

 

出典：二本松市ウェブサイト 

 

 

 

  

ようたすカー 

分類 名称 概要

情報提供
二本松市ウェブサイトによる
情報提供

ウェブサイト上にデマンドタクシーの運行情報、利用方法等の情報を提供している

他分野と連携した取り組み 高齢者公共交通運賃無料化事業
市内居住の75歳以上の後期高齢者に対し、福島交通バス、コミュニティバス、デマンドタクシー、よう
たすカー（いずれも指定路線）を利用する際に無料となる「高齢者無料乗車証」を申請により交付
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２-６-７ 一般乗用タクシー 

（１）運行状況 

○市内にはタクシー事業者が 2 社あり、一般乗用タクシーの運行以外に委託事業による運行も

担っている。 

 

表 タクシー事業者の立地状況 

事業所名 住所 備考 

昭和タクシー株式会社 二本松市成田町一丁目 753-3 
安達地域・岩代地域のコミュニティバ

ス及びデマンドタクシーを運行 

丸や交通有限会社 二本松市針道字町 42 東和地域のデマンドタクシーを運行 
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２-６-８ スクールバス 

（１）運行状況 

○人口減少に伴い、集団下校が難しい状況の中で、児童生徒の安全な登下校を支援するため、

一部の小学校及び中学校を対象にスクールバスを運行している。 

○市内には対象の学校が 6校（小学校：5校、中学校：1校）あり、方向別に計 8路線が運行

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 スクールバスの運行状況 

出典：市提供資料 
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２-６-９ その他の移動サービス 

（１）運行状況 

○公共交通以外の民間での移動サービスとして３種類（病院送迎バス：２、診療所送迎バス：

７、宿泊施設の送迎バス：８）が運行している。 

 

表 その他の移動サービスの概要 

区分 運行主体 

病院送迎バス 
（医）辰星会 枡記念病院 

（医）辰星会 枡病院 

診療所送迎バス 

みずのクリニック 

（医）菊慈会 きくち整形外科 通所リハビリテーション 

介護老人保護施設あだたら 

やまびこ苑 通所リハビリテーション 

独立行政法人地域医療機能推進機構 二本松病院附属介護老人保護施設 

デイケアはなみずき 

本町 通所リハビリテーション 

宿泊施設の送迎バス 

ながめの館 光雲閣 

陽日の郷 あづま館 

鏡が池 碧山亭 

あだたらの宿 扇や 

花かんざし 

湯川渓流の宿 青木荘 

音楽スタジオ ペンションイノセントエイジ 

ペンション シャンカー 
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２-７ 公共交通のサービス水準 

２-７-１ 公共交通のカバー状況 

○公共交通のカバー状況は、中心部では鉄道および福島交通の路線バスでカバーされているほ

か、郊外部では各地域でコミュニティバスやデマンドタクシーが運行しているため、概ねカ

バーできている状況となっている。 

○また、福島交通の路線バスのみの公共交通カバー状況は、全体のカバー率は 52.3％で、65

歳以上人口のカバー率は 50.0％となっており、約半数以上がカバーしきれている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 公共交通のカバー状況 

 

 

 

 

 

 

  

安達地域 
デマンドタクシー 

東和地域 
デマンドタクシー 

岩代地域 
デマンドタクシー 

ようたすカー 
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２-７-２ 区間別の運行本数 

（１）区間別の運行本数 

○路線バス及びコミュニティバスの区間別運行本数をみると、市街地部には本数が多く運行し

ているほか、各地域の中心部を走る路線の本数も比較的多くなっている。 

○また、安達地域の東部や岩代地域及び東和地域の郊外部等、運行本数が少ない地域もみられ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 区間別の運行本数 

 

 

  

安達地域 

東和地域 

岩代地域 

二本松地域 

安達地域 

二本松地域 
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２-８ 上位計画の整理 

２-８-１ 上位・関連計画の整理 

○地域公共交通が果たすべき役割を明確化するため、上位・関連計画を整理し、本市が目指す

まちづくりの将来像を抽出した。 

 

表 上位・関連計画一覧 

上位・関連計画 策定日 

二本松市総合計画 令和２年１２月 

二本松市都市計画マスタープラン 
平成２１年３月 

（改訂：平成２９年１０月） 

第２期二本松市まち・ひと・しごと創生総合戦略 令和３年３月 

二本松市人口ビジョン 令和３年３月 

二本松市商業まちづくり基本構想 平成２７年３月 

二本松市地域福祉計画 平成３０年３月 

二本松市地域公共交通網形成計画 令和元年６月 
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（１）二本松市総合計画 

二本松市総合計画 

計画の 

概要 

計画期間 令和３年度（２０２１年度）～令和１２年度（２０３０年度） 

計画の全体像 本市では、目指す将来像「笑顔あふれる しあわせのまち 二本松」の実現

に向け、４つの重点事項および４つのまちづくりの基本目標と方策の柱を掲

げました。また、将来像や目標の達成に向けて３つの横断的な視点を持って

各施策に取り組み、時代にあった効果的・効率的な施策展開を図ります。 

 
▲計画の全体像 

 

施策の大綱 基本目標を実現するための大局的な方策を示した政策、政策を実現する

ための具体的な手段を示した「施策」を設定しています。 

 
▲施策体系図 
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二本松市総合計画 

公共交通に関する 

記述内容 

□基本目標 4 

1 居住環境の整った暮らしやすいまちづくり 

生活条件の不利な中山間地域においては生活に不可欠な機能をできるだ

け地域で確保・拡充させ、効率的・効果的な道路ネットワークと公共交通

の整備により市街地との連携を強化します。 

～目指す姿～ 

→道路交通の利便性が向上し、スムーズに市内を移動できる環境となって

います 

 

□主な取組事項 

事業名 事業内容 

公共交通の充実 

（デマンド型乗合タクシー運行） 

安達、岩代、東和地域において、

地域住民の移動手段としてデマ

ンド型乗合タクシーを運行する。 

高齢者の公共交通の運賃無料化 75 歳以上の方を対象に市内に

おける公共交通（路線バス、デマ

ンドタクシー、ようたすカー等）の

無料化を実施する。 

スクールバス運行事業 公共交通を利用できない遠距離

通学の児童・生徒を支援するた

め、スクールバス等を運行し、通

学時の安全および教育の機会均

等を確保する。 

公共交通の充実 

（生活バス路線維持対策事業） 

住民の交通の利便性を維持する

ことを目的として、生活バス路線

の運行に要する経費について補

助金を交付する。 

公共交通の充実 

（コミュニティバス運行） 

安達、岩代、東和地域において、

地域住民の移動手段としてコミ

ュニティバスを運行する。 

公共交通の充実 

（タクシー料金助成事業） 

高齢者等の移動支援を目的とし

て、タクシー料金の一部を助成す

る。 

地域公共交通活性化協議会運営 地域の実情に即した輸送サービ

スの実現に必要となる事項等を

協議する地域公共交通活性化協

議会を運営する。 
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（２）二本松市都市計画マスタープラン 

二本松市都市計画マスタープラン 

計画の 

概要 

計画期間 平成 21 年度（2009 年度）～令和１0 年度（２０28 年度） 

都市づくりの 

理念 

都市づくりの理念を以下に定めます。 

 
 

将来都市像 都市づくりの理念や本市の都市づくりの主要課題を踏まえて、将来都市

像を設定します。 

   集約・連携型都市構造による 

             市民の生活を豊かに育む持続可能なまち 

人口減少、少子高齢化に対応し、地域特性を活かしながら自然環境と都

市環境の調和の取れた総合的・計画的な持続可能なまちづくりを進めます。

そのため、人口の高密度化や都市機能強化により各拠点の求心力を高め、

各拠点どうしのネットワークを強化し、強靭な都市構造の骨格となる「集約・

連携型都市構造」を構築します。さらに、拠点以外の住民にとっても、地域

に住み続けられるよう、拠点の利便性や都市機能を享受できるよう連携を

図ります。 

 
▲集約・連携型都市構造のイメージ 

 

都市づくりの 

目標 

■市民生活の利便性や都市機能が維持できる市街地の形成 

■均衡ある地域間ネットワークの構築 

■災害に対応できる強靭な市街地の形成 

■個性を感じさせる景観の形成 

■協働によるまちづくりの具現化 
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二本松市都市計画マスタープラン 

将来都市構造 市街地における都市機能と田園や山麓地域における自然環境とが調和

した賑わいと魅力ある持続可能な共生社会を構築するために、人口や産

業、都市機能が地域ごとに集約され相互に連携する“集約・連携型都市構

造”への転換を目指します。 

このため、市街地周辺は、本市の「中心拠点」、杉田駅周辺と安達駅周辺

は、中心拠点を補完する「サブ拠点」、小浜地区や針道地区は、生活機能の

集積を促進する「地域拠点」とします。また、地域拠点よりも身近な生活空

間としての主要集落を「地区中心」、各地域拠点間を結ぶ都市骨格軸、地区

中心間を結ぶ地域連携軸を位置づけます。 

 
▲将来都市構造図 

 

地域づくりの 

テーマ 

１．二本松地域 

 
 

２．安達地域 

 
 

３．岩代地域 

 
 

４．東和地域 
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二本松市都市計画マスタープラン 

 整備プログラム 土地利用規制・誘導に係る手法や主な都市計画事業等について実施目

標を、短期（概ね６年以内を目途に実施）、長期（概ね 12 年以内を目途に

実施）に区分して示します。土地利用の誘導等の都市計画決定・変更手続

きが必要なものについては、計画の熟度等を考慮しながら適切な時期に

実施していくものとします。 

 
▲整備プログラム 

 

公共交通に関する 

記述内容 

第３章 整備構想 

２．交通体系整備の基本方針 

③公共交通 

○鉄道やバス等の公共交通については、市民が利用しやすく、地域間で

均一な公共交通サービスを享受できるよう、中心拠点や地域拠点を中

心としたネットワークを構築します。 

○具体的には、広域、及び地域内の移動を円滑にできるよう、鉄道とバス

の乗り継ぎ機能の強化や、広域・地域間ネットワークを担う乗合バスル

ートの再編のほか、地域内ネットワークを担うデマンド型乗合タクシー

やコミュニティバス、福祉タクシー等を活用しながら、高齢者や児童・生

徒等の移動手段を持たない交通弱者の生活交通を確保し、交通不便地

域の解消に努めます。 
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（３）第２期二本松市まち・ひと・しごと創生総合戦略／二本松市人口ビジョン 

第２期二本松市まち・ひと・しごと創生総合戦略／二本松市人口ビジョン 

計画の 

概要 

計画期間 令和３年度（２０２１年度）～令和７年度（２０２５年度） 

基本目標と 

基本的な考え方 

第 1 期市総合戦略の検証結果（平成 30 年度時点での評価）では、目標

の「達成」または「達成見込み」の合計割合が 62.5％となっていますが、市

の人口減少は進んでいる状況です。 

第 2 期市総合戦略では、第 1 期市総合戦略の施策体系を基本的に継承

しつつ、国および福島県の第 2 期総合戦略に基づき、「多様な人材の活

躍」、「新しい時代の流れを力にする」など新たな視点や観点を勘案しなが

ら、地域の創生と深化を目指して以下の 4 つの基本目標を設定し、仕事の

場の確保、市外とのつながりや人の流入を促す政策などを推し進めること

によって、本市の人口減少に歯止めをかけます。 

 
▲基本目標と基本的な考え方 

公共交通に関する 

記述内容 

第３章 具体的施策 

基本目標 4 元気に安心して暮らせる魅力的な地域社会をつくる 

（2）安心・安全な地域社会の確立 

●公共交通の充実を図るため、コミュニティバスおよびデマンド型乗合タ

クシーを運行し、通学や高齢者等の買い物、通院等の日常生活に不便

なく暮らせる環境を整えます。 

【主な事業内容】 

・拠点の機能集積と交通ネットワーク確保（コミュニティバス、デマンド

型乗合タクシー） 
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（４）二本松市商業まちづくり基本構想 

二本松市商業まちづくり基本構想 

計画の 

概要 

計画期間 平成２７年度（２０１５年度）～ 

基本的視点 

 

▲基本的視点 
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二本松市商業まちづくり基本構想 

基本的方向 ■人口や広域的な都市機能が高度に集積し、市内各地から公共交通機関を

利用してアクセス可能な、生活圏の中心となる地区に特定小売商業施設

（店舗面積の合計が 6,000 ㎡以上の小売店舗）を配置する。 

■人口や都市機能が集積し、地域内各地から公共交通機関を利用してアク

セス可能な、地域の中心となる地区に小売商業施設を配置する。 

■食料品や日用雑貨品などの最寄品を身近な場所で無理なく買い物がで

きるまちづくりを推進する。 

■買い物を通して暮らしの充実が実感できるまちづくりを推進する。 

■都市と農村地域の交流により地域間で経済が循環する広域的なまちづく

りを推進する。 

■都市機能集積地区に高齢者等へ配慮した魅力的な小売商業施設を集積

させる。 

■都市機能集積地区に公共・公益施設等を誘導する。 

■都市機能集積地区にアクセスする公共交通機関を確保する。 

■地域と小売商業施設の相互の連携・協働による共存共栄のまちづくりを

推進する。 

■東日本大震災及び原子力災害により被害を受けた小売業者等の事業の

再開・継続を支援する。 

公共交通に関する 

記述内容 

３．商業まちづくりの推進に係る基本的な方針 

（２）商業まちづくりの基本的方向 

■都市機能集積地区にアクセスする公共交通機関を確保する。 

・高齢者や子どもなどの交通弱者が、あらゆる買い物を市内で便利に

充足できるよう、市内各地から都市機能集積地区をむすぶ公共交通

網を確立します。 

 

５．商業まちづくりの推進のための施策に関する事項 

（２）買い物困難地域における買い物支援のための施策 

■誰もが公共交通機関を利用して容易に買い物ができるよう、公共交通

を確保する。 

・自動車中心社会において、車を利用できない交通弱者といわれるお

年寄りや子どもなどが、公共交通機関を利用して容易に日常の買い

物ができるように公共交通機関を確保します。 
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（５）二本松市地域福祉計画 

二本松市地域福祉計画 

計画の 

概要 

計画期間 平成３０年度（２０１８年）～令和４年度（２０２２年） 

基本理念 少子高齢化の進展、人口減少、一人暮らし世帯の増加、非正規雇用の増

加、生涯未婚率の増加など、生活をめぐる環境は大きく変化している社会

情勢の中にあります。 

生活していく上で生じ得る課題は、介護、子育て、障がい、病気等にとど

まらず、住まい、就労を含む役割を持てる場の確保、教育、家計、そして孤

立など、いわば「くらし」や「しごと」の全般にまで及びます。個々の課題を

「丸ごと」受け止めるためには、制度の枠組みからみるのではなく、本人や

世帯が抱えている様々な困りごとのみならず、生きる意欲や力、生きる希

望といった強みや思いを引き出しながら必要な支援を行うことが必要と

なります。つまり、本人や世帯の「くらし」や「しごと」を「丸ごと」支えていく

こと、それを地域づくりとして行っていくことが、今後の福祉施策の中で重

要と考えられています。 

以上のような考え方から、本計画の基本理念は「一人一人ができること 

みんなで作る 住みよい二本松」といたしました。 

基本目標 基本目標Ⅰ お互い様の精神でともに支え合う地域福祉を推進 

基本目標Ⅱ 生きいきと自分らしい生活ができる仕組みづくり 

基本目標Ⅲ 心身ともに健やかに暮らせるまちづくり 

基本目標Ⅳ 地域共生社会の実現に向けたまちづくり 

公共交通に関する 

記述内容 

第４章 地域福祉の施策展開 

基本目標Ⅲ 心身ともに健やかに暮らせるまちづくり 

３．地域への愛着を育む 

取組１：利用しやすい公共交通の整備 
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（６）二本松市地域公共交通網形成計画 

二本松市地域公共交通網形成計画 

計画の 

概要 

計画期間 令和元年度（２０１９年）～令和５年度（２０２３年） 

基本方針 本市の公共交通体系のあるべき姿を地域公共交通網形成計画の基本方

針として設定する。なお、この基本方針に基づき、本市に見合った持続可能

な交通体系の確立を目指す。 

 
▲基本方針 

三つの目標 目標１ ：拠点を核とした公共交通体系の実現（公共交通ネットワーク） 

●市民が利用しやすい交通体系 

●地域の実情にあった交通体系 

●連携と効率性を重視した交通体系 

目標２ ：まちの活性化や環境配慮を目指す公共交通体系の実現（まちづくり 

    との連携） 

●まちの活性化を担う交通体系 

●環境に配慮した公共交通 

目標３ ：市民が支える公共交通体系の実現（市民との連携） 

●地域が支える交通体系 

評価指標 

 
▲評価指標の設定 
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図 二本松市地域公共交通網形成計画の目標と評価指標の関係性について 
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２-８-２ 上位・関連計画にみる二本松市のまちづくりとして公共交通に求められること 

○本市におけるまちづくりの将来像を踏まえ、地域公共交通が果たすべき役割を以下のように

設定した。 

 

表 上位・関連計画から求められる役割 

区分 分野 求められる役割 

上位計画 市全体 

（総合計画） 

〔公共交通事業の確保維持の役割〕 

○公共交通事業の利便性を高め、確保維持することで自

動車に過度に依存することなく市民の日常生活にお

ける移動を支える役割 

市全体 

（都市計画マスタープラン） 

〔公共交通事業の確保維持の役割〕 

○公共交通事業の利便性を高め、確保維持することで自

動車に過度に依存することなく市民の日常生活にお

ける移動を支える役割 

〔市全体のまちづくりを支える役割〕 

○中心拠点、地域生活拠点、環境拠点からなるコンパク

ト都市構造を支える拠点間を結ぶ一体的な公共交通

ネットワーク構築 

関連計画 まちづくり分野 

（総合戦略） 

〔中心市街地への移動を支える役割〕 

○中心市街地への移動手段を地域の特性等に応じて適

切に維持することにより、地区間の連携を支える役割 

まちづくり分野 

（商業まちづくり基本構想） 

〔市街地中心部へのアクセス性・回遊性を確保する役割〕 

○都市機能や居住の誘導を図る区域に対して、公共交通

分野ではこれらの誘導区域と周辺部とのアクセス性

や誘導区域内での回遊性の向上を図るなど、市全体を

俯瞰して一定の利便性を確保・維持する役割（コンパ

クト＋ネットワークの実現） 

まちづくり分野 

（地域福祉計画） 

〔住民が安心できる暮らしを支える役割〕 

○自由な移動に制約をもつ高齢者なども安心して外出

できる生活環境を構築する役割 

その他 地域公共交通網形成計画 〔市の拠点、地域の拠点を中心とした市民の移動を支える

役割〕 

〇交通システムの役割分担、連携による効率的な交通体

系を整備する役割 

〇市民の暮らしを支える地域拠点まで移動できる交通

体系を整備する役割 

〇まちづくりから観光振興と一体となった交通体系を

整備する役割 

〇地域拠点からのネットワークにより、広域的な移動が

できる交通体系を整備する役割 
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３．公共交通に関する実態・ニーズ把握調査の補助 

３-１ 市民アンケート調査 

３-１-１ 調査目的 

○市民の日常生活における移動実態と公共交通の利用実態等を把握するため、市民を対象とし

たアンケート調査を実施した。 

〇なお、コロナ禍によりまだまだ行動を制限している市民も一定数あるものと想定されること

から、通常時の移動実態を的確に把握するため、「コロナ禍前・後」の移動実態や、「最低限必

要な移動頻度」を把握した。 

 

３-１-２ 実施方法 

〇調査票に必要な資料一式を作成し、調査票の実施（印刷・発送・回収）及び集計・とりまとめ

は発注者が実施した。 

 

表 市民アンケート調査の概要 

項目 内容 

調査目的 
〇市民の買い物や通院などの日常的な移動実態を把握するとともに、公共交

通の利用実態や改善要望などを把握 

対 象 〇18 歳以上 85歳以下の市民を無作為抽出 

抽出方法 
〇網形成計画に記載されている地域区分を参考に４地域に分類し、統計学上

必要なサンプル数を考慮しつつ、地域別年齢別人口による按分 

実施方法 
配布方法：郵送による配布 

回収方法：郵送回収 

配布票数 2,000 票程度を想定 

※人口構成割合に応じて按分して配布 
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３-１-３調査票 
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３-２ バス利用者アンケート調査 

３-２-１ 調査目的 

○利便性を高めるためには、既存の利用者からみた路線バス利用上の問題点を把握し、公共交

通サービスの見直しに活用する必要があるため、路線バスを利用している方々の意見を把握

する「バス利用者アンケート調査」を実施した。 

 

３-２-２ 実施方法 

〇調査票に必要な資料一式を作成し、調査票の実施（印刷・回収）及び集計・とりまとめは発注

者が実施した。 

 

表 バス利用者アンケート調査の概要 

項目 内容 

対 象 

【福島交通路線バス】 

○岳線 

〇原瀬経由岳線 

〇鈴石線 

〇塩沢線 

〇小浜線 

〇大平経由小浜線 

〇針道経由東和小学校線 

〇医大経由二本松線 

実施方法 

〇利用者が乗車する際、市職員からアンケート調査票を直接手渡し、実施

したもの 

※乗車の際に利用者に承諾を得たうえで調査を実施した。 

※未就学児(幼児や乳児は除く)、スクール利用が想定される小・中学生は対

象外とした。 

日時 令和４年１２月１４日～１２月２２日 
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３-２-３調査票 
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３-３ 市内民間事業者アンケート 

３-３-１ 調査目的 

〇公共交通以外の移動手段（患者送迎バス等）を運行していると想定される施設・団体等を対

象としてアンケート形式による調査を実施する。 

〇公共交通以外の移動サービスの対応の有無（これまでの実施状況等含む）、移動サービスの具

体的な運行概要（運行日／運行時間／運行形態／利用対象者）及び運営面・運行体制等の課

題を把握する（人員確保／車両更新／運行経費の高騰等）。 

〇各種移動サービスの運行内容と既存の公共交通の運行内容を比較し、サービスの競合状況等

を把握し、公共交通への需要集約、あるいは公共交通からの需要転換等の可能性について検

討する。 

 

３-３-２ 実施方法 

〇調査票に必要な資料一式を作成し、調査票の実施（印刷・発送・回収）及び集計・とりまとめ

は発注者が実施した。 

 

表 市内民間事業者アンケート調査の概要 

項目 内容 

対 象 ○市内の病院、一般診療所、旅館、商店 計２１施設 

実施方法 〇郵送による配布・回収 

調査時期 令和４年１２月末まで 
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３-３-３調査票 
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